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北海道えりも町百人浜の漂着種子と果実

石 川 慎 也1)

はじめに

北海道えりも町にある百人浜は、襟裳岬の東側に

位置する。浜は長 さ約10キ ロに渡 り砂浜が続 いて

お り、 日高山脈襟裳国定公園の特別地域や渚100選

に指定されている。襟裳岬沖では、千島列島沿いに

流れる寒流系の千島海流(親 潮)と 暖流系の対馬海

流が津軽海峡を越えてきた分流がぶつか りあう。そ

のため、百人浜にはさまざまな漂着物が打ち上げ ら

れてお り、著者は2000年 頃よ り漂着物の収集及び

調査を行ってきた。百人浜での漂着物については、

これまでにもいくつかの報告があるが(石 川2006;

小林2005;鈴 木2004,2006)、 百人浜の漂着種子 と

果実についてのまとまった報告は行われていない。

そこで本報告では、えりも町内には自生 していない

が、百人浜での漂着が確認された種子と果実につい

て報告する。

漂着種子 と果実

1.コ コヤ シ α)oo5、ロαα艶盟:L.

(ヤシ科)

島崎藤村 の 「名 も知 らぬ遠 き島 よ り流れ寄 る椰子

の実一つ…」 の詩は、柳 田国男か ら愛知県渥美半 島

の伊良湖岬 に流れ着 いた ココヤ シの実話 を聞いた こ

とによ り作 られた。 この詩で も知 られ るように、 日

本 では果実 の漂着物 といえば 、 ココヤ シが最 も有名

である。そ のため、古 くか ら注 目され全国各地で漂

着 が知 られ ているが、 これまで東北及び北海道の太

平洋沿岸 での記録 は報 告 され ていなか った(中 西

1982,1999)。 しか し、近年北海道 の太平洋沿岸で、

漂着物収集を 目的 に浜 を歩 く人が増えた ことによ り、

日高や 十勝 な どの沿 岸 で も漂 着 が確認 され て い る

(小林,未発表)。

百 人浜 では、2000年7月 に1個 、2006年9月26日

に2個 の漂着 記録 が あ る(写 真1)。 漂着 時 の状 態

は、外果 皮が剥がれ繊維質 の中果皮が露出 している。

それぞ れの大 きさは、(別 表1)の とお りである。

写 真1.コ コ ヤ シ 。

2000年7月(a)、2006年9月26日(b),(c)に 漂 着 。

表1.百 人 浜 に 漂 着 し た コ コ ヤ シ の 寸 法

Table1DimensionofcoconatOooo517乙!01ハgr∂strandedonthebeachofHakunin-hamaat

Erimo,Hokkaido,Japan.

長 さ(mm) 最 大 幅(mm) 重 さ(9)

a

b

C

198

232

189

125

122

104

222

346

300
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2.ミ フクラOb昭 わθ昭31ヨo孟～2」画θBuch.

(キ ョウチク トウ科)

本種 の漂着 は、分布域 の琉球 列島以外で も、九州

や四 国、和歌 山、愛知、 静岡、 神奈川な どで記録が

ある(中 西1990,1999;田 中2002;茨 木2003)。 こ

れは、果実が大 き く、繊維質 とコルク質 か らなる果

皮 を持 ち海流散布 に適 した構造 を しているか らとい

われて いる(中 西1999)。

百人浜で は、2005年8月28日 に百人浜 の中でも襟

裳岬 に近い通称 「下(し も)」 と呼ばれ る地 区に漂

着 して いた記録 のみで ある(石 川2006)。 そ の果実

は、長 さ57mm、 幅41mm、 厚み37mm、 重 さ17gで あっ

た(写 真2)。 外見 は、 か な り風化 してお り一部 は

繊維質の層が とれて、そ の中のコル ク層 まで露 出 し

てお り、長期間海 を漂っていた ことを物語 っている。

写 真2.ミ フク ラギ 。

2005年8月28日 に漂 着 。

3.シ ナアブ ラギ リ.41θ 召z1'θβあ昭謝Hemsl.

(トウダイグサ科)

本種 は、中国の揚子江 中～上流域を原産地 として、

イ ン ドシナ、 ビル マ(ミ ャンマー)、 台湾 な どで野

生化 し、また世界各地の暖温地帯 に栽培 され る落葉

の高木 で ある(中 西1983,1990)。 漂 着 は種子 が多

いが、 まれ に果 実の ままで漂着す ることもある。種

子 は、 小さ く目立たないが、宮崎、長崎、福 岡、 山

口、 高知、徳 島、和歌山、愛知の各県で発見 されて

お り、 日本 各地 の海岸 に漂 着 して い る と思わ れ る

(中西1983,1990,1999;茨 木2003)。

百人浜 では、2006年9月22日 に1個 、9月29日 に

2個 の種子 の記録が ある(写 真3)。9月22日 の種子

には、エボ シガイが付着 して いた。

写 真3.シ ナ ア ブ ラギ リ。

2006年9月22日(a)、9月29日(b), (c)に 漂 着 。

4.ブ ナ 乃 岬 α5α 「θ四∂勿Blume

(ブナ科)

本 種 は、 高 さ20～30m、 太 さ60～100cmに な る

落葉広葉樹 で、本州、 四国、 九州 に分布 する 日本固

有種 で、 北海道 では黒松 内町を北限 とし渡島半島の

みに 自生 している。 ブナの殻斗 の漂着は分布 域の中

心で ある東 北地方 の 日本海 沿岸 では普通に見 られ、

対馬海流 の影 響で、 北海道 北部 日本海沿岸まで漂着

してい る(中 西2005)。 百人浜で は、2004年10月2

2日 、12月18日 に各1個 の殻斗 の漂 着 記録 が ある

(写真4)。

写 真4.ブ ナ 。

2004年10月22日(a)、 12月18日(b)に 漂 着 。
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5.ト チ ノキ.4θ50α1α θ6αzわ加ヨ姦Blume

(トチ ノキ科)

本種 は、 高 さ20～25mに な る落葉広 葉樹 で、 本

州、四国、九州 に分布 し、北海道では石狩～胆振地

方以南 に自生す るといわれてお り、 これ まで、 え り

も町 内での 自生は確認 されて いない(三 浦忠雄199

9)。 百 人浜では、2005年10月24日 に1個 の漂着記

録が あ り(写 真5)、 本 州や 北海道 南西部 よ り漂着

した ものと考 え られ る。

写 真5.ト チ ノ キ。

2005年10月24日 に漂 着。

6.ヒ シ7}ヨ1ρ ∂ノヨ1ρo刀∫oヨFlerow

(ヒシ科)

本種は、 水深2m程 度 まで の湖 沼 の水 中に群 生す

る浮 葉性の一年草で、北海道か ら本州、四国、九州

まで全国 に自生 してい る。 これ まで、え りも町 内で

の 自生は確 認されて いないが(三 浦忠雄1999)、 十

勝地方 の湖沼群 な どでは 自生 して いる。百人浜では、

2005年8月28日 に漂着 を確認 して いる(写 真6)。

写 真6.ヒ シ。2005年8月28日 に漂 着 。

おわ りに

今回報告 したもの以外で百人浜に漂着する種子や

果実 としては、オニグル ミが最 も多く、他にはカシ

ワやミズナラなどの ドングリ、クロマツなどマツ属

の球果などえりも町内で自生している種や、モモや

ウメ、カボチャなど投棄 された食料品由来の物など

が記録されている。

ここ数年、百人浜では、以前は漂着記録のなかっ

たカッオノエボシや稀な漂着だったオレンジ浮子、

分銅型浮子など南方由来の漂着物が増加してきてい

る。 また、十勝地方の豊頃町 トイ トッキの浜では、

ゴバンノアシ、ボウガンヒルギの漂着が確認されて

いる(小 林,未発表)。 今後 これ らの種 を含めて南方

由来の種子や果実の漂着が増えていくか調査を継続

した り、海流の流れなど漂着の要因の過去 との変化

についても注目していく必要があると考えている。

長崎大学教育学部の中西弘樹氏には種子や果実の

同定な らびに貴重な資料の提供をいただき、帯広市

の小林真樹氏には未発表の日高や十勝地方の漂着物

に関しての情報をいただきました。末筆ながら感謝

申し上げます。
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